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経済企業委員会会議録 

 

平成３０年９月１２日 水曜日 

  午前１０時００分開議 

  午後 ０時１８分閉議（実時間１２９分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１００号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算・第６号（関係分） 

１．議案第１０２号・平成３０年度八代市病院

事業会計補正予算・第１号 

１．議案第１０３号・専決処分の報告及びその

承認について（平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第４号（関係分）） 

１．議案第１１２号・八代市営土地改良事業の

経費の賦課徴収に関する条例の一部改正に

ついて 

１．議案第１１１号・日奈久温泉イベント広場

条例の一部改正について 

１．議案第１１３号・八代市簡易水道事業給水

条例の一部改正について 

１．議案第９７号・平成２９年度八代市水道事

業会計利益の処分及び決算の認定について 

１．議案第９８号・平成２９年度八代市病院事

業会計決算の認定について 

１．所管事務調査 

 ・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

 ・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

  （八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）基本設

計に係るワークショップについて） 

  （指定管理者の更新について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  成 松 由紀夫 君 

副委員長  西 濵 和 博 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  北 園 武 広 君 

委  員  庄 野 末 藏 君 

委  員  髙 山 正 夫 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

 

※欠席委員         君 
 

 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 
 
 農林水産部長     橋 永 高 徳 君 
 
  農林水産部総括審 
            濱 本   親 君 
  議員兼次長 
 

  理事兼農業振興課長 小 堀 千 年 君 

  水産林務課長    中 川 俊 一 君 

  農林水産政策課長  豊 田 浩 史 君 

  農地整備課長    小 原 聖 児 君 

 経済文化交流部長   山 本 哲 也 君 

  経済文化交流部次長 岩 崎 和 也 君 

  経済文化交流部次長 中   勇 二 君 

  観光振興課長    田 中 辰 哉 君 

  文化振興課長    一 村   勲 君 

 市長公室 

  市長公室次長    谷 脇 信 博 君 

 部局外 

  市立病院院長    森 崎 哲 朗 君 
 
  市立病院事務部 
            田 中 智 樹 君 
  事務長兼医事係長 
 

  水道局理事兼局長  宮 本 誠 司 君 
 

 

                              

○記録担当書記     中 川 紀 子 君 
 

 

（午前１０時００分 開会） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、定刻と

なり、定足数に達しましたので、ただいまから

経済企業委員会を開会いたします。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付
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しております付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１００号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第６号（関係分） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、予算議

案の審査に入ります。 

 まず、議案第１００号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第６号中、当委員会関係分

を議題とし、説明を求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明をお願いいたします。 

○農林水産部長（橋永高徳君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 それでは、平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第６号中、第５款と第１０款について、

農林水産部関係を濱本総括審議員兼次長が御説

明申し上げます。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） 農

林水産部の濱本でございます。よろしくお願い

いたします。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） はい、どうぞ。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） そ

れでは、議案第１００号・平成３０年度八代市

一般会計補正予算・第６号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分について御説明い

たします。 

 別冊一般会計補正予算書の１６ページをお開

きください。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で補正額２４１万４０００円を計上

し、補正後の金額を１５億９０９６万３０００

円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、農業生産総合対策事業としまして１４

４万６０００円を計上しております。 

 本事業は、県の生産総合事業、強い農業づく

り交付金を活用し、生産・流通コストの低減に

向けた取り組みに必要な共同利用施設の導入な

どに要する経費の一部を補助するものでござい

ます。 

 事業実施主体は有限会社松浦常男農産で、事

業内容は、稲作における乾燥機の処理能力向上

による適期収穫、品質の向上が目的の遠赤外線

乾燥機の導入、大口取引先へのフレコン出荷を

可能とし、環境保全型農業で生産した米の取引

増加が目的のフレコン自動計量器の導入でござ

います。 

 総事業費が３２９万円であり、消費税を除い

た額の２分の１以内である１４４万６０００円

の補助を行うものでございます。 

 なお、特定財源としましては、全額県支出金

を予定しております。 

 続きまして、い業振興対策事業としまして９

６万８０００円を計上しております。 

 本事業は、平成３０年１０月にフランスのパ

リで開催されますＧＩ産品のＰＲイベント、日

本へのクリエイティブな旅展２０１８に参加し、

世界に向けて熊本県産イグサ・畳表のトップセ

ールスを行うための旅費及び現地案内業務委託

などの経費を補正するものでございます。 

 次に、目８・農地費で、農業水路等長寿命化

・防災減災事業としまして補正額１８００万円

を計上し、補正後の金額を１２億２９０２万３

０００円とするものでございます。 

 本事業は、平成３０年度からの新規事業であ

り、農業生産活動の基盤となる農業水利施設の

長寿命化対策や防災・減災対策に要する経費の

一部を補助するものでございます。 

 事業の内訳ですが、まず、市が実施します日

奈久新開町地区排水路改修工事に要する経費と

して１３００万円を計上しております。 

 この１３００万円に対する特定財源としまし
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ては、県支出金６５０万円、市債５８０万円を

予定しております。 

 次に、八代平野北部土地改良区が事業主体と

して実施します用水路改修工事、総事業費５０

００万円に対し、市の費用負担割合１０％に当

たる５００万円を負担金として計上しておりま

す。 

 この５００万円に対する特定財源としまして

は、市債４５０万円を予定しております。 

 次に、目９・水田営農活性化対策推進事業費

で、くまもと土地利用型農業競争力強化支援事

業としまして補正額１５７万２０００円を計上

し、補正後の金額を２１４９万６０００円とす

るものでございます。 

 本事業は、米を中心とした土地利用型農業の

競争力強化を図るため、効率的な広域営農シス

テムの構築によりコスト削減を加速化するとと

もに、地域営農組織を育成支援するため、規模

拡大や低コスト新技術の導入などに要する費用

の一部を補助するものでございます。 

 事業実施主体は農事組合法人北出ファーマー

ズで、事業内容としましては、稲作の効率化、

低コスト化を目的としたもみすり機、計量器、

選別機の導入でございます。 

 総事業費が３３９万６０００円であり、消費

税を除いた額の２分の１以内である１５７万２

０００円の補助を行うものでございます。 

 なお、特定財源としましては、全額県支出金

を予定しております。 

 次に、目１１・農業研修施設管理費で、生活

館、生活改善センター及び多目的集会施設管理

運営事業としまして補正額９０万６０００円を

計上し、補正後の金額を１５５４万３０００円

とするものでございます。 

 本事業は、本年６月に発生しました大阪北部

地震により小学校のブロック塀が倒れ、死亡事

案が発生したため、所管する施設の点検を実施

した結果、深水生活改善センターにおいて、建

築基準法施行令の基準に不適合と認められるコ

ンクリートブロック塀が確認され、安全性を確

保する観点から改修に係る経費を補正するもの

でございます。 

 次に、１７ページをごらんください。 

 款５・農林水産業費、項２・林業費、目２・

林業振興費で補正額３５６０万５０００円を計

上し、補正後の金額を１億６３９０万１０００

円とするものでございます。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、緑の産業再生プロジェクト促進事業と

しまして２６４８万９０００円を計上しており

ます。 

 本事業は、間伐などの森林整備の加速化や森

林資源を活用した林業、木材産業などの地域産

業再生を図る取り組みに必要となる大型林業機

械の導入などに係る経費の一部を補助するもの

でございます。 

 実施主体は桧丸株式会社など４経営体で、グ

ラップル・ウインチ付バックホウ、スイングヤ

ーダ、プロセッサなど間伐用の高性能林業機械

の導入となっております。 

 総事業費が８０７５万２０００円であり、補

助対象及び補助率につきましては、消費税を除

いた額の３分の１以内、スイングヤーダにつき

ましては１０分の４以内である２６４８万９０

００円を補助するものでございます。 

 なお、特定財源としましては、全額県支出金

を予定しております。 

 続きまして、公有林管理事業としまして１８

１万５０００円を計上しております。 

 こちらは、平成２９年１月３０日、株式会社

岩崎林業と熊本南部森林管理署と売買が完了し

た分収林の売買収入について、昭和３３年に旧

東陽村と八代若杉会で分収林契約を締結されて

おります部分林設定に関する附帯契約書に基づ

き、八代若杉会に分収割合相当分を支払う経費

を補正するものでございます。 
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 内容につきまして説明いたしますと、売買総

額３０２万４０００円のうち、７割に当たる民

収分２１１万６８００円が八代市の歳入として

入っておりますが、附帯契約書に基づく分収割

合は、民収分のうち八代市が１割、八代若杉会

が６割となっております。これに基づき、２１

１万６８００円のうち八代若杉会の収益分に当

たる１８１万５０００円を補正するものでござ

います。 

 続きまして、森林災害復旧事業としまして７

３０万１０００円を計上しております。 

 別紙位置図①及び②をあわせてごらんくださ

い。 

 ①が坂本地区３路線、②が泉地区３路線でご

ざいます。 

 こちらは、７月５日から８日にかけての梅雨

前線豪雨により被災した森林作業道の災害復旧

に係る経費について、事業主体である八代森林

組合に補助するものでございます。 

 内容としましては、桧原木線ほか５路線、被

災延長９８４７メートルの森林作業道補修に係

る総事業費１０４３万円に対し、市の補助要領

に基づき、総事業費の７割に当たる７３０万１

０００円を補助するものでございます。 

 次に、２０ページをごらんください。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費、補正

額６５０万円を計上しております。 

 別紙位置図の④をあわせてごらんください。 

 こちらは、６月１９日の梅雨前線豪雨により

被災した農業用施設の災害復旧に要する経費を

補正するものでございます。 

 内容としましては、千丁地区の八千把川排水

路の災害復旧費６５０万円となっております。 

 特定財源としましては、県支出金として４２

２万５０００円、市債２００万円を予定してお

ります。 

 次に、目２・林道施設災害復旧費で、林道施

設災害復旧事業としまして３０８０万円を計上

しております。 

 別紙位置図の③をあわせてごらんください。 

 こちらは、６月１９日及び７月５日から８日

にかけての梅雨前線豪雨により被災した林道の

災害復旧経費について補正するものでございま

す。 

 内容としまして、泉地区の林道白谷線ほか３

路線の復旧工事３０８０万円を予定しておりま

す。 

 特定財源としましては、県支出金として１８

５５万円、市債１０８０万円を予定しておりま

す。 

 以上で一般会計補正予算・第６号中、農林水

産部関係分の説明を終わります。御審議のほど、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ございませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） い業振興対策事業につ

いて伺います。このイベントの内容について、

まあちっと話ば聞かせてくれんですか。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） おはよ

うございます。農業振興課、小堀でございます。 

 今回補正予算を上げておりますのは、日本へ

のクリエイティブな旅への参加の市長の旅費等

々でございます。 

 この日本へのクリエイティブな旅展と申しま

すのは、ことしで３回目の開催となるわけでご

ざいますが、ジャポニズム２０１８という、こ

れは日仏友好１６０周年を記念しましてフラン

ス国内で約８カ月間にわたりまして展覧会とか

舞台公演、そういった日本の文化芸術などを広

くパリを中心に広めるイベントが行われており

まして、これは国を挙げてのイベントでござい

ますけども、この一環として、今回、日本への

クリエイティブな旅展というのが行われるとい

うことで、今回はですね、ユネスコの無形文化
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遺産にも登録された和食をテーマに開催される

というところでございます。 

 特に、農林水産省のほうからはＧＩ産品をＰ

Ｒすべくですね、会場内に専用ブースを設けま

して、パリからフランスそして欧州各国、さら

には世界１９３カ国のユネスコ加盟国に向けま

して、日本各地の食文化を通じました地域文化

を発信していくといった趣旨で行われるもので

ございます。 

 本市のイグサ、畳につきましては、食品では

ございませんけども、和食を初めとします日本

文化を語る上で必要不可欠な品目であるという

ようなこともございますし、また平成２８年に

はＧＩの認証も取得していることもございまし

て、農林水産省のほうからも本市へぜひ参加さ

れませんかといった働きかけもございましたこ

とから、このほど参加する運びとなったところ

でございます。 

 イベントの会期でございますが、１０月１５

日から１０月１９日まで、月曜から金曜までの

５日間にわたって行われます。 

 本市のほかに鹿児島県の黒牛ですとか、あと

同じく鹿児島県の辺塚ダイダイとか長野県の市

田柿、それから徳島県の木頭ユズとか、そうい

ったところも出品される予定でございます。 

 我々の活動としましては、与えられましたブ

ース、大体この会議用の長机１個分ぐらいの幅

になりますけども、こういったスペースにおき

まして、畳表ですね、それから原草とか、あと

イグサのタペストリーとか小物類の展示をいた

します。 

 また、イグサのポスターとかフランス語版、

英語版のパンフレットの配布なんかもしながら

ＰＲをしたいというふうに考えております。 

 また、その我々のブースとは別に、全体ブー

スというのがございまして、そこでユネスコ茶

会なども開かれる予定でございます。場所がユ

ネスコ本部なんですけども、そこのロビーの中

にユネスコ茶会ということで茶室なども設けら

れます。そこへの畳の提供もうちのほうから行

ってＰＲをするというふうな予定にしておりま

す。 

 これとは別にですね、市独自の取り組みとし

まして、せっかく市長も参りますことから、日

本人学校がパリにございまして、こちらのほう

にイグサ製品の寄贈をさせていただくというこ

とで進めておるところです。 

 品目としまして、イグサのクッション２００

枚、それから小冊子――畳の歩みという子供向

けのイグサについて書かれた冊子がございます

けども、これを２００冊、それとイグサタペス

トリーを１本、それからその学校に国際理解教

室という教室がございまして、そこに半畳畳９

枚敷かれておりますが、そこの畳がえも行いた

いというふうに思っております。 

 そこで贈呈式を行いまして、畳職人さんを同

行しまして、その贈呈式の際に畳の張りかえ実

演も子供たちに見せたいというふうに思ってお

ります。 

 そういう日本人学校の子供さんたちは、将来

的に国際社会の中で非常に活躍される人材が多

いというふうに聞いておりまして、そういった

方々に将来にわたって畳を、日本文化のよさを

世界に広めていただければと、そういった思い

で実施するものでございます。 

 そういった活動を予定しております。簡単で

ございますが、以上です。 

○委員（亀田英雄君） 詳細に説明いただきま

して、ありがとうございました。 

 大変よい機会だと思います。なぜ私が質問し

たかというとですたい、一人でよかっかっとい

う話ですたい。だけん、市長も行きなるでしょ

うし、ほか、多分農協さんとかも行きなっとか

な。だけど、せっかくの機会ならですよ、市と

しても、一人じゃあって、何かあれば行かんで

すけん、そういう工夫もせんちゃよかっだろう
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かと。その辺の考え方について、もう一点お聞

かせください。 

○委員長（成松由紀夫君） 随行も含めて。 

○理事兼農業振興課長（小堀千年君） 失礼い

たしました。 

 えっと、今回、今市長の予算ということで申

し上げましたが、このほかに市のほうから２名、

それと氷川町から１名、それと畳職人さんです

ね。熊本県畳工業組合八代支部の支部長さんで

ございますけども、この方も一緒に行っていた

だくと。こちらの予算につきましては、全国い

産業連携協議会という協議会、それから熊本県

いぐさ・畳表活性化連絡協議会、こちらの２つ

の協議会から予算をいただくといった予定でお

ります。 

○委員（亀田英雄君） もう意見になりますが、

せっかくの機会ですけん、頑張ってしていただ

ければというふうに思います。 

 もういっちょいいですか。緑の産業再生プロ

ジェクトの話ですが、今回、３分の１の補助で

すたいね。以前は２分の１とかいろいろあった

んですが、この県からの補助なんですが、どげ

んして３分の１とか２分の１になっとかと思う

とですたいね。 

 これは参考までに聞かせていただければとい

う話なんですが、総枠を件数で割っとか、県の

指示で３分の１になっとかって、その辺のかげ

んというのをちょっと聞かせてくれんですか。 

○水産林務課長（中川俊一君） 水産林務課、

中川です。よろしくお願いします。 

 ただいま御質問の緑の産業再生プロジェクト

の補助金の件ですけど、従来までですね、これ

につきましては国の制度がございまして、２分

の１補助というのが基本でございました。 

 今回、似たような国の補助事業のメニューが

ございまして、林野庁それと財務省の間の協議

がなされたところ、より厳しい、条件的に厳し

いほうの事業メニューを採択すべきじゃないか

という結論で、国の方針が県のほう、市のほう

におりてきたということで、補助率のほうも３

分の１あるいは１０分の４というような補助率

になってまいったというところでございます。 

○委員（亀田英雄君） 林業、なかなか厳しか

もんですけん、なっだけ補助いただきたい部分

はあっとですが、なぜその厳しいほうの選択を

したかというとの理由を。厳しい業界になぜ厳

しいハードルをすっとかというのがちょっと、

済みません、理解ができんとですが……。 

○水産林務課長（中川俊一君） えっと、ただ

いまの件につきましては、国のほうの事業メニ

ューでございますので、先ほど申し上げました

ように、林野庁それと財務省の間での協議、そ

ちらのほうが整って、県、市へおりてきたとい

うところでございますので、市のほうはそれに

従ったというところでございます。（委員亀田

英雄君「わかりました」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（増田一喜君） えっとですね、生活館、

生活改善センターのところなんですけども、建

築基準法施行令の基準に不適合と認められるコ

ンクリートブロック塀というんだけど、これは

具体的にはどんな状態なのかなと。例えば、鉄

筋が本数が足りなかったとか、鉄筋の長さが足

りないとか、あるいは塀の高さが高過ぎたとか、

テレビなんかでやってますけど、ここの場合に

はどこらあたりが不適合だったというんですか

ね。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） 深水生活

改善センターのブロック塀につきましては、鉄

筋が入っていないということ、それから高さが

４段ということがありますので、そこ、ちょっ

と揺れたときに倒壊のおそれがあるということ

でございます。 
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 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（増田一喜君） もちろんここをつくら

れたときには、それは別段何の制約もなかった

っちゅうことなんですかね。 

○農林水産政策課長（豊田浩史君） この施設

が、昭和５６年、旧松陵中学校跡地のグラウン

ドに設置されているということでございます。 

 それで、そのグラウンドを整備するときに、

土どめのかわりとしてブロック塀を施工したと。

２段目までですね。そして、さらにその上２段

をフェンスがわりにして、そしてフェンスを建

てたということがございます。当初は土どめの

かわりでやっていてですね、そこまで基準が厳

しくなかったということで、そのような施工に

なっていた。それが改めて先般の大阪北部地震

に基づきましてチェックしたところ、こういう

不適合な状況であったと。倒壊のおそれもあり

ますのでということでございます。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（増田一喜君） わかりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（西濵和博君） 予算書の２０ページで

すけれども、災害復旧費についてお伺いいたし

ます。 

 今般、作業道、林道それから農業施設という

ことで排水路関係の予算を計上してございます

が、それぞれは、今回予算計上されるに当たっ

て、設計業務等まで行った上での予算お見積り

でしょうか。経過をお尋ねいたします。 

○農地整備課長（小原聖児君） 農地整備課長

の小原でございます。よろしくお願いします。 

 ただいまの御質問につきましては、設計委託

をしております。災害査定、災害にかける分、

補助いただく分について業務委託を出しており

ます。 

 以上でございます。 

○委員（西濵和博君） 念のため確認させてい

ただいた背景なんですけれども、実際、予算が

決議、議決された後、工事実施されると思うん

ですが、場合によっては不測の状況だとか、い

わゆる設計費が増額になったりするような場合

とか起こり得るかなというふうに思いましたも

のですから。設計が終わっておれば、そこの振

れというのはそう大きくないんでしょうけど、

もし万が一予算が増額で対応せざるを得なくな

ったとした場合、今回の予算とプラスアルファ

増額が必要になってくるかと思いますが、その

ときの対応はどのようにお考えでいらっしゃい

ますでしょうか。 

○農地整備課長（小原聖児君） ただいまの御

質問ですけども、えっと、専決予算のほうで業

務委託のほうは処理をさせていただいておりま

す。１０月の１日に査定を受けることになって

おります。その中で変更等が生じれば、またそ

の対応を検討したいと思っております。 

 よろしいでしょうか。 

○委員（西濵和博君） 今のところの御説明は

理解できました。私が申し上げたのは、実際、

工事を発注して、その後に設計変更等が必要に

なった場合の予算対応についてでございますけ

れども。（農地整備課長小原聖児君「基本的に

は、そこは工事……」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手。 

○農地整備課長（小原聖児君） あ、済みませ

ん。失礼しました。 

 工事の分につきましては、単費での変更で対

応することになるかと思います。設計の分につ

いては、もう自前の変更になるかと思います。 

○委員（西濵和博君） ちょっと大事なとこだ

けもう一度確認しますけれども、工事費自体も

特定財源として国とかからここの補助率で見込

んでいらっしゃるということですが、工事自体

の、当初の工事費が今１０００万だったと仮定
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すると、それが１１００万になったとしますよ

ね。ただ、その財源もその補助の率に従って国

からの増額だとか、――単費の増額は当然と思

うんですけれども、そこは、増額分は単費だけ

で対応する仕組みになっているんでしょうか。 

○水産林務課長（中川俊一君） えっと、災害

復旧費のほうですね、農業サイドの災害それか

ら林道サイドの災害、両方上げてございます。 

 我々林道のほうなんですけど、えっと、専決

予算のほうで測量設計業務委託費のほうは計上

させていただいて、現在、測量のほうを行って

おります。 

 御心配いただきました工事費のほうですね、

これ、余裕を持って今回９月補正ということで

お願い申し上げたところですけど、もしもそう

いった大幅に我々のもくろみと違ってきた場合

は、また１２月補正とかというのをお願いも出

てまいるかと思います。 

○委員（西濵和博君） わかりやすく御説明あ

りがとうございました。 

 今後のこともですね、場合によってはそうい

うことがあった場合のことを我々も心づもりし

てたがいいかなということであえてお聞きした

ところでございました。理解できました。あり

がとうございます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（増田一喜君） えっと、さっきのブロ

ック塀の件なんですけど、下は２段、当然、土

どめとしている、鉄筋も入っておったんでしょ

うと思うけども、その上に乗せるやつですね。

今度は特に災害なんかが起きてるから、厳しく

なってると思うんですよね。こういう状態にな

らないように注意しながら工事はやっていただ

ければと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

○委員（西濵和博君） 意見というか要望でご

ざいますけど、先ほどもちょっと議論の中で出

てきました、い業振興対策事業の今回のパリ出

張の件ですが、先ほどの御説明でどういう内容

か、どういう目的で計上されたか、また実施の

意義も十分理解できました。 

 また来年以降もですね、見据えて、こういう

ような類いの機会がありましたら、ぜひですね、

い業振興という視点で積極的にお取り組みいた

だきたいなというふうに思いますし、今回御出

張になられた成果といいますか、内容につきま

しては、また、い業関係の機関にもですね、情

報を流していただくようなお取り計らいも重ね

てお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

第５款・農林水産業費及び第１０款・災害復旧

費についてを終了いたします。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３３分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第６款・商工費について、経済

文化交流部から説明をお願いいたします。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） おはよう

ございます。（｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 経済企業委員会に付託されました議案第１０

０号・平成３０年度八代市一般会計補正予算・

第６号中、経済文化交流部に係る部分について、

経済文化交流部次長の岩崎より御説明いたしま

すので、よろしくお願いいたします。 
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○経済文化交流部次長（岩崎和也君） おはよ

うございます。（｢おはようございます」と呼

ぶ者あり）経済文化交流部次長の岩崎でござい

ます。どうぞよろしくお願いします。 

 恐れ入りますが、着座にて説明させていただ

きたいと思います。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（岩崎和也君） それで

は、議案第１００号・平成３０年度八代市一般

会計補正予算書・第６号の１７ページをごらん

ください。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費、

補正額９６万５０００円を計上し、補正後の額

が３億５２７７万円となっております。 

 財源は、特定財源の国・県支出金としまして

県の熊本県癒しの森整備支援事業補助金９０万

円、一般財源６万５０００円となっております。 

 内容としましては、説明欄の泉観光施設管理

運営事業としまして、泉地域の観光施設の１つ

であります矢山岳山頂公園の森林整備、標識類

の整備、公衆便所等の一部補修等に要する経費

を補正するものでございます。 

 具体的には、公園内約２０平米の樹木の枝打

ち、展望図パネルの張りかえ、公衆便所の屋根

の補修、便器の取りかえ、排水施設などの補修

に要する経費となっております。 

 以上で説明を終わります。御審議方、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ございませ

んか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１００号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第６号中、当委員会関係分につい

ては、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を

求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１０時３７分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３７分 本会） 

                              

◎議案第１０２号・平成３０年度八代市病院事

業会計補正予算・第１号 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１０２号・平成３０年度八代市

病院事業会計補正予算・第１号を議題とし、説

明を求めます。 

○市立病院院長（森崎哲朗君） おはようござ

います。（｢おはようございます」と呼ぶ者あ

り） 

 済みません、着座にて説明させていただきま

すけど、よろしいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○市立病院院長（森崎哲朗君） 議案第１０２

号・平成３０年度八代市病院事業会計補正予算

・第１号について御説明申し上げます。 

 今回の補正の主な内容は、今年度末に予定し

ております外来機能譲渡と病院事業廃止に向け

た関連経費の補正及び建築基準法施行令の基準

に不適合と認められるコンクリートブロック塀

の改修に必要な経費を補正するものでございま

す。 

 詳しい内容に関しましては、事務長の田中よ

り説明をいたします。では、ちょっとかわりま

す。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹
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君） おはようございます。（｢おはようござ

います」と呼ぶ者あり） 

 座って説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） それでは、議案書のほうをごらんくださ

い。１ページをお願いいたします。 

 第２条ですけども、収益的収入及び支出の予

定額についてお示ししております。 

 まず、収入では、第１款、第２項の医業外収

益を９５７万４０００円増額いたしまして１億

８９３２万２０００円とし、病院事業の収益の

総額を３億２２２３万３０００円とするもので

す。 

 次に、支出では、第１款、第１項の医業費用

を４９万８０００円増額しまして３億９１５５

万４０００円とし、同じく第２項の医業外費用

を１０２万５０００円増額の２２８万８０００

円とし、同第３項の特別損失において２２６４

万８０００円増額し２３３４万８０００円とし、

これらを合わせた病院事業費用の総額を４億１

７６９万円とするものです。 

 次のページ、２ページの第３条では、資本的

収入及び支出について、それぞれの補正予定額

をお示ししております。 

 まず、収入では、第１款、第１項の他会計出

資金を７６１０万７０００円増額し８８９５万

３０００円に、同じく第３項では、新たに固定

資産売却代金として５４万円を計上し、収入総

額を８９４９万４０００円といたします。 

 対する支出では、第１款、第１項の建設改良

費を７５９５万６０００円増額し８８７９万円

に、第２項・企業債償還金を２０５万２０００

円増額し３０７万７０００円とし、支出総額を

９１８６万７０００円といたします。 

 収支の差し引きで不足する２３７万３０００

円は、当年度分の消費税及び消費税資本的収支

調整額によって全額を補うものとしております。 

 次の第４条では、今年度の一般会計からの繰

入金のうち、特別な理由で収入する補助金、い

わゆる基準外繰り入れの金額を１億２２５１万

７０００円から１億６９１９万３０００円に変

更するものです。 

 次の３ページから１１ページにつきましては

説明を省略させていただきますので、１２ペー

ジの明細書にて今回の補正予算の内訳を御説明

いたします。恐れ入りますが、１２ページをお

願いいたします。 

 まず、収益的収入及び支出ですが、収入では、

款１・病院事業収益、項２・医業外収益、目２

・他会計負担金、節１・他会計負担金を９５７

万４０００円の増額補正をするものでございま

す。 

 これは、現在リース契約にて使用しておりま

す仮設外来棟について、平成３１年度から３３

年度分の利息分の繰り上げ償還費用１０２万２

０００円と内視鏡リースの契約の途中解約に伴

う繰り上げ償還及びエックス線テレビシステム

撤去経費８５５万２０００円を一般会計負担金

として繰り入れるものでございます。 

 一方、支出では、款１・病院事業費用の項１

・医業費用、目３・経費のうち、節１８・雑費

について４９万８０００円を補正するものです。 

 これは、今年度末に予定をしております外来

機能の事業譲渡に伴い、現在使用しております

エックス線による透視装置及び画像処理システ

ムの撤去搬出手数料でございます。 

 １３ページ、項２・医業外費用、目１・支払

利息及び企業債取扱諸費では、仮設外来診療棟

のリース利息分の繰上償還費用１０２万２００

０円と院内の医療機器整備において現在借り入

れております企業債の繰り上げ償還に伴う補償

金３０００円、合わせて１０２万５０００円を

増額補正するものでございます。 

 次の項３・特別損失では、目１・固定資産売

却損としてエックス線ＣＴ装置売却による損失
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６８万３０００円と目２・臨時損失として平成

２９年度において更新した内視鏡機器のリース

途中解約に伴う臨時損失８０５万４０００円、

目５・固定資産除却損では、院内の各種医療機

器等の処分により発生します固定資産除却損１

３９１万１０００円でございます。 

 なお、目１の固定資産売却損と目５の固定資

産除却損につきましては、経理上の理由から費

用として計上するものでありまして、実際の現

金支出はございません。 

 １４ページをお願いいたします。 

 資本的収入及び支出の補正内訳でございます。

こちらは中段の支出のほうから先に御説明いた

します。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費のうち

目１・建設改良費、節１・工事請負費２０５７

万１０００円の内訳ですが、事業譲渡に係る仮

設外来診療棟の改修工事として１８８２万１０

００円を計上いたしております。 

 工事概要としては、病院本館から引き込んで

おります給水設備、電気設備、通信設備を単独

設備として切り離す経費とカルテ類の倉庫新設、

本館との渡り廊下や機械室の撤去解体工事でご

ざいます。 

 また、当院が所有します看護師住宅跡地につ

いて、建築基準法施行令の基準に不適合と認め

られるコンクリートブロック塀が確認されたた

め、安全性を確保するため、塀の撤去と柵の設

置に係る経費１７５万円でございます。 

 目２の有形固定資産購入費では、節１・リー

ス資産購入費として３６５８万５０００円を計

上いたしております。 

 これは、現在リース契約にて使用しておりま

す仮設外来棟について、３１年度以降のリース

料元金を繰り上げ償還する経費２９５８万５０

００円と現在の仮設外来棟の１室をレントゲン

撮影室に改修する経費７００万円を計上するも

のでございます。 

 節の２・機械備品購入費１８８０万円は、老

朽化しておりますレントゲン機器等を更新する

ための経費でございます。 

 続いて１５ページの項２・企業債償還金は、

現在借り入れております医療機器等の整備に対

する企業債を全額繰り上げ償還するため、その

償還元金２０５万２０００円を計上するもので

す。 

 以上、資本的支出の補正予算の合計は７８０

０万８０００円でございます。 

 これに対します資本的収入でございますけど

も、１４ページ上段でございます。支出の項目

にて御説明しました看護師住宅跡地ブロック塀

撤去及びロープ柵設置工事の１７５万円の２分

の１の８７万５０００円と財産処分に伴う企業

債償還金２０５万２０００円の２分の１、すな

わち１０２万６０００円を除いた金額の全額、

７６１０万７０００円を他会計出資金として一

般会計から繰り入れることといたしております。 

 以上、合計１億２１７万９０００円を病院事

業会計における補正予算としてお願いいたすも

のでございます。よろしく御審議の上、御決定

いただきますようお願い申し上げます。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（亀田英雄君） えっとですね、企業会

計の説明はなかなか難しいし、理解しがたい部

分もありますので、概要のところで見て話をさ

せていただきたいというふうに思っとっとです

が、この話の肝はレントゲンの話と御理解くだ

さい。 

 譲渡する病院、委託じゃなかっですよね。そ

この病院にレントゲンを更新するという話。一

般質問でもちょっとあったっですが、聞いとっ

たっですが、なかなか理解しがたい部分があっ

て、何といいますか、どこまで外来機能を維持

するのか、その辺はどう話し合われたのか、話
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し合われた中でこのレントゲンをされているの

か。そしてですたい、新しく施設を更新して外

来機能をどこまで担保できるのかというのは、

話があっとるのかですよ。悪いほうの話は余り

したくなかっですが、民間に譲渡すっというた

ときに、結局、民間は採算が合わんば、撤退す

る可能性もなきにしもあらず。その中に施設を

更新してですよ、――が果たして理解が得らる

っかっちゅう話なんですが、その辺を検討され

た。どのように検討されとっとかですよ。 

 例えば、何ですか、整形外科の希望のあった

けんという話もある、ちょっとネット越しなも

んですけん、あっだったっですが、整形外科の

希望のあったけん、レントゲンば新しくすると

いう話なのかですよ。 

 そのレントゲンの施設を更新するについても

う少し説明を重ねてもらえんですか。どなたの

決定なのかですよ。どのレベルの決定なのかも

含めてですたい。 

 それもあって委託先から、そういう話はした

くなかっですが、委託先から要請のあったとい

う話はなかかもしれんですが、そういう話なら

ですたい、できた話ですけん、それはおかし

い。あくまで市立病院の話ですけん。まだ宮地

診療所じゃなかっでしょうが。市立病院がどん

な医療を提供するかということに基づいて決定

されていくとが筋ですけんが。譲渡する病院に

レントゲンを更新するというのを簡単に思っと

らしたっかと、私はもうなかなか理解しがたか

ですよ。その辺について私が納得いくように話

ばしていただければと。長う長う質問をしまし

たが、気持ちはわかってもらえて、――わから

んままで話ばしてもらえばよかっですが、私の

言いたいことは、なぜ譲渡する病院に施設を更

新せんばんとかと。 

 なぜレントゲンなのか。レントゲンはですた

い、どっかのお医者さんが判断、――レントゲ

ンが全てというわけじゃなかでしょう。外来機

能を維持するという。ほかにいっぱい付随する

機械もあっての話だし。レントゲンを整備すれ

ば外来機能が維持されるかという判断は、そこ

に来たお医者さんじゃなからんば、医師レベル

の話じゃなからんば、なかなか簡単な話じゃな

かやと思う。医療に従事しない人の判断はです

よ。これば決定されたから、なかなかそうなっ

ていかない、目的は達しないのじゃないかと。

このレントゲン、この目的をですたい。 

○委員長（成松由紀夫君） このレントゲンの

導入の考え方とこの予算についてをシンプルに

御答弁ください。 

○委員（亀田英雄君） 委員長、ちょっと待っ

てくだっ。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○委員（亀田英雄君） 私が質問しとっとだけ

ん、それを丸むっごたっ話しはせんどってくれ

んかな。私はしっかり聞きたい。 

○委員長（成松由紀夫君） 亀田委員、予算に

関することを。付随する部分ですので。だから、

自分の思いにわかるようにということではなく

て、今整理しているところですから、まずは予

算に関する考え方を答弁ください。 

○委員（亀田英雄君） いや、私が質問しよっ

たとだけん、質問を丸めんごとしてくれんかな。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、答弁くださ

いということでお願いいたします。 

○委員（亀田英雄君） それは余りに失礼な話

だもん。私が質問しよったとだけん。 

○委員長（成松由紀夫君） いや、いや、そう

いうことではないですよ。 

○委員（亀田英雄君） いや、それはおかしか

……。 

○委員長（成松由紀夫君） 予算に関すること

と今亀田委員の言われるレントゲンについてを

まずは答弁して、その後、また再質問なりなん

なりと。 

○委員（亀田英雄君） いや、私が質問しよっ
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たとだけん、そら、そげん話を丸めんどってく

れんかな。（市立病院事務部事務長兼医事係長

田中智樹君「それでは、まず……」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） ちょっと待ってく

ださい。 

 今、整理してからのお話ですから。 

○委員（亀田英雄君） だけん、質問したばっ

かだけん、そこまで整理する必要もなかでしょ

うが。 

○委員長（成松由紀夫君） 小会いたします。 

（午前１０時５３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時５６分 本会） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） それでは、まず、施設面と予算に関した

形で、私のほうから説明させていただきます。 

 今回譲渡の予定しております熊本総合病院の

ほうとは協議のほうは重ねておりますけども、

まだその詳しい具体的なところまでには至って

はおりません。 

 ただ、今回事業譲渡をするに当たって、あそ

この建物単独で診療所としての機能を持ってい

くためには、現在のレントゲン設備は、本館の

旧建物、危険性のある建物の中で行っておりま

すので、安全性の面からと、それと今のレント

ゲン設備が昭和６１年に整備した機器でありま

して、この機械を仮に移設するとなりますと、

相当年数の経過年数もたっておりますし、当然

耐用年数を過ぎておりますので、今回、新しく

更新して診療棟の中にレントゲン設備を移設、

更新してつくり直すという意味合いでございま

す。 

 医療的な立場では、院長先生のほうからお願

いしたいと思います。 

○市立病院院長（森崎哲朗君） ちょっと医療

的な立場から御説明させていただきますけども、

今、今回予算を計上いたしましたレントゲン機

器というのは、主に胸部レントゲン等を撮る、

診療所の機能としては、ある意味、最低限必要

な機能とは考えております。外来機能を今後、

まだその細かいことに関しては検討中ではござ

いますけども、最低限の医療機器としての設備

は必要かとは考えておるところでございます。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかに。 

○委員（亀田英雄君） このレントゲンを整備

することが最低限の整備という話だったですか

ね。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） 先ほど御説明しましたとおり、電気通信

設備とかいろいろな設備、要はもう、病院と今

仮設の外来棟を全部関連して一括の建物として

管理しておりますところを外来診療棟だけの診

療施設として、もうスタンドアローンでいくと

いうところでの経費でございます。 

 ほかにも当院が使っておりましたカルテの保

管庫の増設であったり、本館とつないでおりま

す渡り廊下の解体費用であったりという部分を

計画しております。 

 譲渡に当たりまして相当の準備期間が必要と

なりますことから、今回はあらかじめ予算を確

保しておくという意味合いも込めて、今回、補

正予算の計上とさせていただきました。 

○委員（亀田英雄君） 総合病院と協議を重ね

られとっという話も伺いましたが、それば前提、

話ばしてよかとですが、総合病院からレントゲ

ンば整備してくれっていう話があったわけです

か。これは、その手前からすっとですか。 

○委員長（成松由紀夫君） 予算とは……。 

○委員（亀田英雄君） 予算に関係する話です。

こやしこ予算ば使うとだけんが。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） 交渉の過程については市長公室のほうが

メーンで行っておられますけども、当然、要請

とかまだ詳しい内容までは私のほうも伺っては
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おりません。 

 ただ、先ほど院長も申し上げたとおり、医療

的にはこのレントゲン設備は必要不可欠なもの

でございますので、譲渡するに当たっては、最

低限の設備の整備はしてお渡しするというスタ

ンスでおります。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） 亀田委員、総合病

院というさっきの認識でありますが、ＪＣＨＯ

総合病院ということで質問はして……。 

○委員（亀田英雄君） 答弁が総合病院という

話やったよ。 

○委員長（成松由紀夫君） ＪＣＨＯ総合病院。 

○委員（亀田英雄君） よかろ。それは名称だ

けん。 

○委員長（成松由紀夫君） 組織体がですね。 

○委員（亀田英雄君） その、何ですか、ＪＣ

ＨＯっていわんばんとか知らんばってんが、総

合病院と担保がとれとっとですか。何年すると

か。これだけ投資をする、委託ならまだしもこ

れだけして、２０００万かけてレントゲンを…

…。１８００万。あって、そらですよ、外来機

能をある程度維持、ある程度っちゅうか、どの

くらい維持するかという担保がなければですた

い、もし何らか、短い期間だったら、無駄な投

資としかとられかねないというケースも考えら

れる。その辺の協議は進んでこれについて投資

するのかですよ、その辺の協議なしにこれに投

資するのか、その考え方をお聞かせください。 

○委員長（成松由紀夫君） 予算と関係ないと

ころではありますが、協議の、話せる範囲で、

市長公室が交渉されておりますので、谷脇市長

公室次長から最低限の話でお願いします。 

○委員（亀田英雄君） ねえ、ちょっと待って

くだい。１８００万投資するっちゅう話が前提

だけん、丸めんでおってくれんかな、また。 

○委員長（成松由紀夫君） まだ交渉中で、ど

こまで話せるかというのは市長公室の判断です

ので、話せる範囲で結構でございます。 

○委員（亀田英雄君） 予算に関係なかっちゅ

うわけな。 

○市長公室次長（谷脇信博君） 市長公室、谷

脇です。よろしくお願いします。 

 今御質問の今度のレントゲンの更新の経費は

担保があってからの話かということでございま

すが、いずれにしましても、今回の再編計画は、

現地で診療を行うということを市長は掲げられ

ております。 

 ということは、今交渉していることが前提な

のかではなくて、どっちに転んでもそこに必要

か必要じゃないか、現地で医療をする上で必要

か必要じゃないかということになりますので、

老朽化しております古いほうの入院棟の奥のほ

うにありますレントゲン、あそこまで患者さん

に歩いていってもらうのかという問題もありま

すし、その辺もあるんで、仮設診療棟のほうに

レントゲンの機器を持ってくる。ところが、持

ってこようと思ったら、さっき説明がありまし

たように、昭和６１年製ということで、もう３

０年過ぎています。そうであれば、もう最低限

の更新をする経費は持っとったほうがいいよね

ということで今回の予算計上というふうになっ

ております。 

 以上です。 

○委員（亀田英雄君） 今のどっちに転んでも

という、そのどっち、２つ、どっちとどっちな

んですか。どういう意味なんですか。 

○市長公室次長（谷脇信博君） 失礼しました。

今現在やっていますのは、公的な医療機関に外

来診療を引き継いでいただくということ、それ

と病床についても公的な医療機関に引き継いで

いただくということでの再編計画です。 

 こちらのほうで今進めておりますが、もしも

ということです。もしも、外来機能の交渉、今

やっておりますが、それが頓挫した場合でも、

どっかに委託する形になることはあると思いま
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す。 

 そうなりますと、いずれにしても、今の仮設

診療棟は電気も水道も来ておりません。全部入

院棟から引っ張ってきて、それで建物としての

機能を維持しているわけですから、その辺の分

を１個の仮設診療棟で１つの建物としての機能

を持つための経費が今回の経費というふうにお

考えください。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

 ほかにございませんか。 

○委員（増田一喜君） 私は、ちょっと説明が

あったときの理解はですね、今事務長も言われ

ましたように、次、あそこはどうせ解体するん

ですよね。本館は。だから、その間に今の診療

棟を使えるかといったときに、解体してもうレ

ントゲンもなくなるっちゅうこと。電気設備か

ら水道設備とかそういうのも全てなくなってし

まう。だから、それを、その間、じゃあ、こっ

ち側、全部してしまいました、はい、譲渡する

までそれがなくなった状態でしてくださいとい

うわけにはいかないから、その間の対策として

今の予算を計上したと。 

 ましてや病院長も言われたように、レントゲ

ンっちゅうのはもう最低限必要になってきます

ということであるし、そのレントゲン機器も古

いから、買いかえということはある。 

 だから、実質的には、今、公的に診療をやる

と、それに必要な予算であると、私はそう理解

したんですけどね。それが次の話になって、譲

渡のときにそれがくっついていったか、いかな

いかの話になってくるから、要求する、要求さ

れたという話ではないように私は理解している

んですけどね。そういう理解でいいんだろうか

なと思っているんですけどね。この間の説明で

そうしか私は理解できなかったものだから。う

ん。だと思うんですけど、いかがですか。 

○委員長（成松由紀夫君） その理解で。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） 委員お尋ねのとおりですね、昭和６１年

の設備で、仮に地震が発生しなくてこのまま事

業がもし継続したとしても、もうレントゲンは

更新する時期に来ていたと思います。 

 ただ、以前からのずっと検討会あたりあって、

こういう１８００万とかいう高額な機器ですの

で、当院のほうも、財政的な負担もありますの

で、ずっといわゆる買い控え、抑えていた部分

はあるんですね。 

 ただ、もう確かに昭和６１年といいますと、

相当老朽化しておる機械ですので、この、どっ

ちに、さっきの表現でどっちに転んでもという

のがありましたけども、どのような結果になろ

うとも、あそこで医療を継続していくためには

レントゲン機器は必要というスタンスでおりま

す。 

○委員（増田一喜君） だからですね、地元の

人たち、――あそこは地元だけじゃないと思う

んですけどね、来られる人は。地元じゃないけ

れども、地元の人たちを安心をさせるためには、

その間はきちんとやれるんですよということを

示しておかないと皆さん逆に心配されるという

ことだから、現状を維持するためにはそれが必

要であるということだから、協議が時間がかか

っているみたいですけれども、整うまではです

ね、その間、皆さん安心して診察を受けれるよ

うな状態はつくり出しとっていただきたいっち

ゅうのは、これは私の意見、希望でありますの

で、そこのところはよろしくお願いいたしてお

きます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（亀田英雄君） １ついいですか。えっ

と、市立病院はですよ、八代市は確たる医療政

策を持たんままにここまで来て、市立病院をど

うするかという、市立病院は、結局、医療政策

を実現するための手段で、そっば存続させるこ
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とが目的じゃなくてですたい、医療政策を実現

させるための手段だったはずなんですけど、医

療政策を持たない。それが赤字だからという説

明で、結局、廃止になっていった。結局、赤字

だけん廃止するのに、また金ば使うてそこにい

くことについてですよ、いかが思われますか。

おかしいでしょうと私は思うんですが。そのこ

とについて……。 

○委員長（成松由紀夫君） 亀田委員、予算に

関係するところ……。 

○委員（亀田英雄君） うん、だけん、１８０

０万かかることについてだけんが。 

○委員長（成松由紀夫君） １８００万かける

ことについての考え方を、じゃあ、答弁お願い

いたします。 

○委員（亀田英雄君） そげん、言わんちゃよ

かって。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） 確かに赤字経営の中でという部分があっ

て、先ほど増田委員にもちょっと答弁しました

とおり、昭和６１年からずっと使っている機器

の買いかえも、高額だからその買いかえ更新を

控えてきた部分等はあります。 

 当然、通常であれば、この分についても起債

等を利用しまして長期にわたって返済計画を立

てながら支払っていくところではございますけ

ども、今回は、たまたまそのタイミングと事業

譲渡のタイミングが来たので、こんな形で一括

でと。病院事業自体がもう今後継続しませんの

で、起債等も借り入れはできませんので、この

ような形にするのでございますんで、そこが赤

字経営だから機器の買いかえを、――機器の買

いかえと赤字経営とはまた微妙にニュアンスが

変わってきて、赤字経営だけどやっぱり必要な

医療という、必要な機器とか、医療を提供する

ための機器の最低限の整備はやっぱりしてきた

つもりではあるんですけど、それの一環で今回

のレントゲンも整備をするということで考えて

おります。 

 ちょっとお答えになっているかわかりません

けど。 

○委員長（成松由紀夫君） 亀田委員、要する

に、もう……。 

○委員（亀田英雄君） もうよかよ。聞いたし

こだけでよかよ。説明要らぬばい。 

○委員長（成松由紀夫君） ああ、いいですか、

はい。 

 ほかにありませんか。 

○委員（髙山正夫君） 私は、先ほど増田委員

から言われた意見と全く一緒なんですけども、

いわゆる再編計画に向かった中で、よりよい医

療の充実、地域医療を図る観点ではですね、や

はり今の体制のままで、例えば、何ですか、旧

入院病棟から電気を引っ張って水道も引っ張っ

てという状態もおかしい話だしですね。いわゆ

る外来の病棟がそれなりの形であるということ

は大事ですので、また先ほどどう転んでもっち

ゅう話がありましたけども、やはり現行の中で

は外来診療所としてきっちりですね、レントゲ

ンにしろ、そういった電気、水道、そういった

のもやはり独立すべきというふうに思っており

ますので、全く私はこの予算については異論は

ございません。 

○委員長（成松由紀夫君） 意見ですね。 

○委員（髙山正夫君） あ、意見。あ、済みま

せん。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

○委員（西濵和博君） ちょっと確認でござい

ますが、御説明の中にもありましたけれども、

仮設外来診療所譲渡に伴う改修工事について、

具体には、例えば給水、それから電気、通信等

の設備がこれの中に含まれているというような

ことかと認識しましたが、ここに計上してある

金額については、この工事というのは、分野は

違いますけど、今後、手続上は一括して発注さ
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れるような形になるのか、それとも分野、分野

に個別発注、そういう形態としての予算計上な

のか、念のためお伺いさせてください。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） 具体的な発注の工事の内容については、

建設部のほうに依頼をお願いしておりますので、

担当課とまた詳しく打ち合わせるつもりではあ

りますけども、何せ期間が限られておりますの

で、その期間内で工事を完了するためには、で

きるだけ分割して発注したほうがスムーズにい

くのかなとは思ってはおります。詳しいことは

また建設部と協議したいと思います。 

○委員（西濵和博君） 現時点のお答え、認識

いたしました。予算がより効率的、合理的に執

行されますよう、お取り計らいよろしくお願い

します。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（亀田英雄君） 質問の中でも話をしま

したが、市立病院という立ち位置からですよ、

まだ詳細なあれが決まっていない中でこれだけ

投資をする、譲渡ということが決まった中でこ

れだけ投資をすることには受け入れがたい部分

がありますので、話を聞いて理解できる部分は

ありますが、受け入れがたい部分が多いという

ことで、私は反対ということで意見を述べさせ

ていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１０２号・平成３０年度八代市病院事

業会計補正予算・第１号については、原案のと

おり決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手多数と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１１時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時１５分 本会） 

                              

◎議案第１０３号・専決処分の報告及びその承

認について（平成３０年度八代市一般会計補正

予算・第４号（関係分）） 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 議案第１０３号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第４号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認についてを議題と

し、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第１０款・災害復旧費につ

いて、農林水産部から説明をお願いいたします。 

○農林水産部長（橋永高徳君） それでは、一

般会計補正予算・第４号、第１０款・災害復旧

費について、濱本総括審議員兼次長から御説明

申し上げます。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） 農

林水産部の濱本です。よろしくお願いいたしま

す。 

 着座にて説明させていただいてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○農林水産部総括審議員兼次長（濱本 親君） そ

れでは、議案第１０３号・専決処分の報告及び

その承認について、平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第４号中、当委員会に付託されま

した農林水産部関係分について御説明申し上げ

ます。 

 お手元の議案書の１３ページをお開きくださ



 

－18－

い。 

 款１０・災害復旧費、項１・農林水産業施設

災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費で補正

額８０２万７０００円を計上し、補正後の金額

を２８９９万３０００円としております。 

 こちらは、６月１９日及び７月５日から８日

にかけての梅雨前線豪雨で被災した施設の災害

復旧経費を補正したものでございます。 

 内容としまして、八千把川排水路護岸応急仮

工事１カ所１７０万円、災害復旧事業申請のた

めの測量設計業務委託費の１カ所５０万円、排

水路しゅんせつ、農道土砂撤去などの６カ所５

８２万７０００円となっております。 

 なお、応急仮工事、排水路しゅんせつ及び農

道土砂撤去などについては既に完了しておりま

す。 

 特定財源としまして、県支出金として１１０

万円、市債８０万円を予定しております。 

 次に、目２・林道施設災害復旧費で補正額２

７７４万円を計上しております。 

 これは、６月１９日及び７月５日から８日に

かけての梅雨前線豪雨で被災した林道施設の災

害復旧経費を補正したものでございます。 

 内容としまして、林道菊池人吉線等３４路線

の土砂などを除去するための修繕費２４９０万

円及び泉地区の林道白谷線ほか３路線の災害復

旧事業申請のための測量設計業務委託費２８４

万円となっております。 

 なお、崩れた土砂や落石につきましては既に

取り除きが完了しております。 

 特定財源としまして市債１９０万円を予定し

ております。 

 以上、平成３０年度八代市一般会計補正予算

・第４号中、農林水産部関係専決処分の報告を

終わります。御審議のほど、よろしくお願いい

たします。 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、以上の

部分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（西濵和博君） 御説明の内容、十分理

解いたしました。ちょっと別の視点で申しわけ

ございませんが、参考までにお尋ねしたいと思

います。 

 例えば、農業施設災害で八千把川ですけれど

も、御提示の資料でいきますと、今回２カ所と

いうことで、その被災箇所２カ所の間の距離が

約１００メートル、１１０メートル程度という

ふうに受けとめたところなんですが、今回の被

災箇所以外にですね、ここの施設、結構老朽化

してると思うんですけれども、あわせて近傍の

御点検だとか、そういうおそれがないかとか、

そういうような御確認とかなさっていらっしゃ

いますでしょうか。 

○農地整備課長（小原聖児君） ただいまの御

質問にお答えいたします。 

 八千把川排水路に関しましては、国営施設と

いうことで、土地改良区のほうが管理委託を受

けておりますので、そちらのほうで日ごろの現

状を把握されていると思っております。 

 以上でございます。 

○委員（西濵和博君） ありがとうございまし

た。災害というのは、その外観、見えない部分

の派生する部分が背後にはらむということを私

も経験上よく思っていましたものですから、被

災のその関連がどういう状態にあるかというこ

とをちょっと確認のためお聞きしました。あり

がとうございました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。あ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ
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り採決いたします。 

 議案第１０３号・平成３０年度八代市一般会

計補正予算・第４号中、当委員会関係分に係る

専決処分の報告及びその承認については、承認

するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は承認されました。 

                              

◎議案第１１２号・八代市営土地改良事業の経

費の賦課徴収に関する条例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、条例議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第１１２号・八代市営土地改良事

業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改正に

ついてを議題とし、説明を求めます。 

○農林水産部長（橋永高徳君） 八代市営土地

改良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部

改正について、小原農地整備課長より御説明申

し上げます。 

○農地整備課長（小原聖児君） 農地整備課長

の小原でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、議案第１１２号・八代市営土地改

良事業の経費の賦課徴収に関する条例の一部改

正について、座って説明をさせていただきます。 

 本件は、平成３０年、土地改良法の一部を改

正する法律第４３号に基づき、同法第３６条の

２に土地改良施設の管理への協力が追加されま

したことから、これを準用しております本市条

例の第５条中の法第３６条の２を法第３６条の

３に改正するものでございます。 

 以上で説明を終わります。御審議方、よろし

くお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上の部分につい

て質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１１２号・八代市営土地改良事業の経

費の賦課徴収に関する条例の一部改正について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手多数と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１１時２４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時２５分 本会） 

                              

◎議案第１１１号・日奈久温泉イベント広場条

例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１１１号・日奈久温泉イベント

広場条例の一部改正についてを議題とし、説明

を求めます。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 観光振興課、

田中でございます。よろしくお願いします。 

 私のほうから日奈久温泉イベント広場条例の

一部改正について御説明をいたします。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 資料のほうは

ですね、４７ページから４９ページということ

になります。 

 まず、提案理由でございますが、日奈久温泉

イベント広場の施設及び附属設備の使用料を徴

収するためということで御提案をするものでご

ざいます。 

 ４８ページをごらん願います。 

 今回の改正点のポイントについて御説明をい
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たします。 

 このページのですね、中ほどに、第７条の次

にですね、次の３条を加えるということで書い

ておりますが、今回の改正で使用料、使用料の

減免、使用料の還付についての規定を新たに追

加するものでございます。 

 まず、第８条、使用料についてですが、一番

下のほうにですね、別表として掲載しておりま

すが、日奈久地域の観光交流施設ゆめ倉庫を参

考に使用料のほうを設定しております。またで

すね、使用料については前納ということで整理

しております。 

 次に、第９条、使用料の減免ですが、市長は

必要があると認めるときは使用料を減額し、ま

たは免除することができるということで整理を

しております。 

 次に、第１０条、使用料の還付ですが、納付

された使用料は、天災その他利用者の責めに帰

し得ない理由により利用できなくなった場合な

どを除いて原則還付しないことということで整

理をしております。 

 そのほかの改正点でございますが、４８ペー

ジの上のほうをごらんいただきまして、例えば、

第４条では「施設」を「イベント広場の施設及

び附属設備（以下「施設等」という）」とする

ように、文言等の整理を行っているところでご

ざいます。 

 以上、説明のほう、終わります。御審議のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上の部分につい

て質疑を行います。質疑ありませんか。 

○委員（北園武広君） この一部条例の改正な

んですけども、狙いとしては、幅広く日奈久の、

――資源にあるイベント広場を有効にですね、

起爆剤として活用できるアクションにつながっ

とっとかなというふうには思っとっとですけど

も、ただ、３点ほどですね、ちょっと御質問さ

せていただきたいと思いますけども、まず、こ

れの受け付けの業務という形の中で、どこで誰

がするのかという点がまず１点。 

 それと、条文の中で、８条から１０条の中で

利用料の絡みが云々書いてありますけども、特

に８条の３項の使用料前納ということで書いて

ありますけど、その前納の中で、９条で今度は

市長が必要があると認めたときには使用料を減

額し、または減免しというふうになっています。

それはどういった範囲なのかなという点と、そ

れと、１０条で今度は使用料を還付しないとい

うことになっていますが、この施設は、一部建

物は屋内のステージがあるんですけど、それと

隣接して屋外のステージもあるかと思います。

で、桟敷席が観客席として幅広く利用されとっ

とですけども、屋外で雨が降ったりとかしてで

すね、特に強い雨が降ったりとかすると、イベ

ント次第ではですね、中止をせざるを得ないと

きもあるんですけどね。そういったときに還付

しないということで基本的になってますが、

（１）で天災というふうに表現されてますけど

も、その天災の範囲というかですね、どこまで

なのかなということの点が２点目で、あと、最

後、３点目がですね、今の施設が特に老朽化が

ひどくてですね、外のステージ側のコンパネが

ですね、浮いてふかふかした状態で、今の現状

ではですね、なかなか有効に使用できないよう

な形になっていますけども、その辺の改修とい

うか、修復というか、それが検討されているの

かいないのかという、以上、３点お伺いしたい

と思います。 

○観光振興課長（田中辰哉君） 今北園委員の

ほうから３点ございました。順番にですね、お

答えさせていただきます。 

 まず、１点目の受け付け業務等の事務はどの

ような形になるかということだったかと思いま

すけども、それについては、今回の受け付け等

についてはですね、日奈久の出張所のほうでで

すね、お願いすることにしております。 
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 次に、２点目の使用料の減額、それとですね、

使用料が前納ということで、その還付について

の御質問だったかと思いますけども、まずです

ね、使用料の減額についてでございますが、今

回の条例の一部改正とあわせてですね、規則と

いうのを定めております。その規則の中でです

ね、日奈久温泉イベント広場の目的でございま

す観光振興のためのイベント、また地域住民の

コミュニティー形成というような場合にはです

ね、使用料の減免をするようにしております。 

 これまで日奈久地域において火流の彩とか地

域イベントがあったかと思いますけども、それ

らについてはですね、この規則等に基づいて、

これからも減免、免除という形になってまいり

ます。 

 それにあわせて、雨とかの場合のですね、還

付がどのようになるかということでございます

が、今回、条例の中でですね、天災ということ

で記載をさせております。その天災ということ

で地震、台風、雷、洪水などという自然現象が

ですね、想定されるかと思いますけども、実際

に雨がどのぐらい降るとかですね、あと洪水警

報とか、なかなか今のところでですね、そうい

った基準等は設けてはございません。 

 ただ、市の中の類似施設等でですね、そうい

った取り扱いをされている例、また事例等を見

ながらですね、実情に合わせて対応してまいり

たいというふうに考えております。 

 ３点目のステージ等の補修についてでござい

ますが、確かにですね、ちょっと電気関係とか、

いろいろ修理が必要だというような話はですね、

地元のほうから聞いております。 

 今後ですね、イベント広場ということでこう

やって使用料を設定しますんで、これが安心・

安全でですね、快適に利用できるように、そう

いった修理等については、今後、予算要求等を

やっていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○委員（北園武広君） 了解いたしました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

○委員（北園武広君） １０月１日からの施行

ということでですね、もう近々に迫っとるわけ

ですけども、この条例の一部改正をもとに、地

元とですね、しっかり連絡を取り合いながらで

すね、連携し合ってからですね、よりよい施行

に向けてですね、進めていただければなという

ふうに思っていますので、よろしくお願いいた

します。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１１１号・日奈久温泉イベント広場条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１１時３４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

                              

◎議案第１１３号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１１３号・八代市簡易水道事業

給水条例の一部改正についてを議題とし、説明

を求めます。 



 

－22－

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）水道局の

宮本でございます。 

 着座にて説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 議案書５

３ページから５４ページとあわせまして、別途

お配りしております議案第１１３号説明資料を

お願いいたします。 

 議案第１１３号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正について御説明いたします。 

 １つ目は、別表第１の改正でございますが、

これは、坂本町の葉木地区の水道施設整備に伴

い、田上地区簡易水道と板持地区簡易水道を統

合し給水区域を拡張したため、水道事業経営認

可の給水区域の変更を行いましたことから、資

料の新旧対照表の改正案、別表第１、２、坂本

町の区域の表１７の項のとおり改正するもので

ございます。 

 ２つ目は、別表第２の改正でございますが、

これは、泉町の白岩戸簡易水道整備事業が平成

３０年１１月に竣工し、各戸に水道メーターを

設置することにより放任給水から計量給水とな

るため料金区分を変更する必要があり、条例を

改正するものでございます。 

 なお、施行日は、平成３１年１月１日から施

行することとし、２月請求の水道料金から適用

となります。 

 御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上の部分につい

て質疑を行います。質疑ありませんか。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。ありま

せんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第１１３号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第９７号・平成２９年度八代市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定について 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、決算議案の

審査に入ります。 

 まず、議案第９７号・平成２９年度八代市水

道事業会計利益の処分及び決算の認定について

を議題とし、説明を求めます。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） 引き続き

説明させていただきます。 

 着座にてよろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○水道局理事兼局長（宮本誠司君） それでは、

議案第９７号・平成２９年度八代市水道事業会

計利益の処分及び決算の認定について御説明い

たします。 

 別冊の平成２９年度八代市水道事業会計決算

書をお願いいたします。 

 １７ページから２８ページが事業報告書でご

ざいます。 

 ２１ページから２３ページに、２００万円以

上の建設改良工事と平成２８年度からの繰り越

し工事を掲載いたしております。 

 参考までに、別紙関係資料２の位置図をお配

りいたしております。 

 ページを戻りまして３ページから６ページが

決算報告書でございます。 

 企業会計では、当該年度の損益取引に係る収

入、支出の収益的収支、また資産、負債及び資

本の増減に関する取引に係る収入、支出の資本
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的収支の２本立ての予算になっております。 

 決算の内容につきましては、前年度との比較

をいたしております別添の関係資料１にて御説

明させていただきます。資料１をお願いいたし

ます。 

 まず、収益的収支の収入でございますが、項

１・営業収益４億７３８９万１５１２円。内訳

としまして、目１・給水収益４億６９１５万５

９１円、これは料金収入でございます。目２・

受託工事収益２２８万９５８２円、これは給水

工事収益と修繕工事収益でございます。目３・

その他の営業収益２４５万１３３９円、諸手数

料でございます。項２・営業外収益３５０６万

３６３９円。内訳としまして、目１・受取利息

４９万１４００円。目２・他会計補助金１７４

７万１２円、これは退職給付費１６２９万７２

９０円等でございます。目３・長期前受金戻入

１４３７万８９４５円、これは補助金や他会計

負担金等により取得した償却資産の平成２９年

度減価償却見合い分でございます。目４・雑収

益２７２万３２８２円、これは主に量水器取り

かえ評価差額でございます。項３・特別利益３

万５２６０円、これは過年度分の調定増などの

過年度損益修正益でございます。収入合計５億

８９９万４１１円となっております。 

 次に、収益的支出でございますが、項１・営

業費用４億９３１万６１４８円。内訳としまし

て、目１・原水及び浄水費７１８６万８３０４

円、これは水源地関係の費用でございます。目

２・配水及び給水費５１３７万２５７８円でご

ざいまして、これは配水及び給水施設に係る費

用でございます。目３・受託工事費１３４１万

６４１９円、これは新規給水工事の管理及び既

設給配水管切りかえ工事等の受託に要する費用

でございます。目４・総係費１億１７４０万５

２１円、これは一般業務関係の費用でございま

す。今年度は定年退職者がございましたので、

前年度に比べて増加いたしております。目５・

減価償却費１億５１３４万５１８４円でござい

ます。項２・営業外費用２２７５万９３１９円、

主に支払利息でございます。項３・特別損失６

３万９５８円、これは過年度分の調定減などの

過年度損益修正損でございます。 

 支出合計４億３２７０万６４２５円となり、

資料右下の欄になりますが、収益的収支は７６

２８万３９８６円の当年度純利益が生じました。 

 なお、決算書４ページの決算報告書中、予備

費より特別損失へ充用しております１８万２０

００円は、漏水による過年度分調定の減額に不

足が生じたためでございます。 

 次に、資本的収支の収入でございますが、項

１・工事負担金３９９万１０００円、これは消

火栓設置費用に係る一般会計負担金でございま

す。項２・出資金４７２万３０３１円、これは

第４次拡張事業に伴う一般会計出資金でござい

ます。収入合計８７１万４０３１円となってお

ります。 

 次に、資本的支出でございますが、項１・建

設改良費１億９６２８万４９４５円。 

 内訳といたしまして、目１・原水設備改良費

４１１万７５６０円、これは新開及び建馬水源

地のポンプ取りかえ等に要した経費でございま

す。目２・配水設備拡張費１億３５５９万４９

９２円、これは給水区域内に配水管３０１７メ

ートルを布設いたしております。目３・配水設

備改良費５５３５万２８１６円、老朽管更新工

事７４７メートルを施工いたしております。目

４・営業設備費１２１万９５７７円、これは新

規給水に係る量水器の購入等に要した経費でご

ざいます。項２・企業債償還金７２６１万３５

５２円でございます。 

 支出合計２億６８８９万８４９７円となり、

資本的収支は２億６０１８万４４６６円が不足

いたしますが、これは減債積立金取り崩し額、

建設改良積立金取り崩し額等で補塡いたしてお

ります。 
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 なお、項１・建設改良費のうち７３８９万１

４４０円につきましては、年度内に工事が完了

できず、翌年度へ繰り越しました。 

 次に、１１ページをお願いいたします。剰余

金計算書でございます。 

 前年度決算で議決いただきました利益の処分

を行っております。 

 １２ページは剰余金処分計算書でございます。 

 これは、本議案の議決事項である利益の処分

でございまして、当年度未処分利益剰余金１億

７８３５万４２２円のうち、７４４３万６８４

円を減債積立金に、１８５万３３０２円を建設

改良積立金に積立て、減債積立金及び建設改良

積立金の取り崩し額計１億２０６万６４３６円

を資本金へ組入ることを議決いただくものでご

ざいます。 

 本市の水道事業は、八代地区が昭和２６年、

日奈久地区は昭和２９年に創設され、水源施設

から管路に至るまで老朽化が進行しており、計

画的な施設の更新、改良等が必要となっており

ます。 

 今後も、普及率向上のために未普及地域の解

消を目指し拡張事業を継続していきますが、安

全・安心な水を継続して提供していくために、

老朽化した施設・管路対策にも積極的に取り組

んでまいります。 

 以上、説明を終わります。御審議方、よろし

くお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上の部分につい

て質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９７号・平成２９年度八代市水道事業

会計利益の処分及び決算の認定については、原

案のとおり可決及び認定するに賛成の方の挙手

を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、

本件は原案のとおり可決及び認定することに決

しました。 

 執行部入れかわりのため、小会いたします。 

（午前１１時４６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時４７分 本会） 

                              

◎議案第９８号・平成２９年度八代市病院事業

会計決算の認定について 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 続いて、議案第９８号・平成２９年度八代市

病院事業会計決算の認定についてを議題とし、

説明を求めます。 

○市立病院院長（森崎哲朗君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）市立病院長、

森崎でございます。 

 議案第９８号・平成２９年度八代市病院事業

会計決算の認定につきまして御説明いたします。

詳細につきましては、事務長の田中のほうから

行います。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） 改めてお世話になります。 

 平成２９年度の病院事業決算の認定について

説明させていただきます。 

 座って説明させていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○市立病院事務部事務長兼医事係長（田中智樹

君） それでは、お手元の決算書のほうをごら

んください。 

 議案第９８号・平成２９年度八代市病院事業

会計決算の認定について御説明いたします。 

 ３ページから１３ページの貸借対照表までに

つきましては、先日の本会議において病院長よ
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り御説明させていただきましたので、本日の説

明は省略させていただきます。 

 １７ページをお願いいたします。事業報告書

でございます。 

 まず、１、概況の（１）総括事項です。要約

して説明させていただきます。 

 平成２８年４月の熊本地震により、外来診療

は継続しておりますが、入院診療については現

在もその機能を停止した状態が続いています。 

 また、職員配置の面でも、多くの看護師等の

医療職が市長部局へ事務従事するなど、困難な

局面を迎えております。 

 今後の市立病院の方向性については、平成３

０年度末の病院事業の廃止に向け、入院機能は

公的な医療機関に再編移転し、外来機能は事業

譲渡を行うことで現地での診療を継続していた

だく予定としております。 

 それまでの間は、当院の理念であります患者

中心の医療の実践のもと、在宅医療を中心とし

た地域医療推進の実現に向け努力してまいりま

す。 

 平成２９年度の決算内容ですが、収益的収支

では、医業収益１億２３５７万５００６円、医

業外収益１億８３８１万１５２６円、特別利益

１０万円で、収益総額３億７４８万６５３２円

となる一方、費用では、医業費用３億６６９４

万１５８２円、医業外費用１４４３万６９３４

円を支出し、費用総額は３億８１３７万８５１

６円となりました。 

 結果、当年度は純損失が７３８９万１９８４

円生じ、当該年度末の未処理欠損金は２億１８

９２万２１１０円に増加しました。 

 次に、資本的収支においては、資本的収入が

他会計出資金１３７４万５２９０円に対し、支

出では、医療機器等の整備で３４万５６００円、

仮設外来棟のリース債務償還１１８３万３９２

０円、企業債償還３４７万７１３９円で、総額

１５６５万６６５９円となっております。 

 資本的収入額が資本的支出額に不足する額１

９１万１３６９円は、全額過年度分損益勘定留

保資金にて補塡いたしております。 

 １８ページをお願いいたします。 

 （２）の２９年度において議決いただいた議

決事項は、決算認定、補正予算、当初予算でご

ざいます。 

 （３）の行政官庁認可事項についてはありま

せんでした。 

 １９ページの（４）職員に関する事項につい

ては、年度中の職員の増減に関する事項です。

後ほどごらんいただければと思います。 

 ２０ページの（５）料金その他の供給条件変

更に関する事項についても、該当事項はござい

ませんでした。 

 大項目２の工事の概況でございますが、

（１）改良工事及び（２）の保存工事について

は、該当する工事はございませんでした。 

 （３）の有形固定資産購入の概況では、内視

鏡検査において用いる機材の洗浄消毒装置の更

新を行いました。 

 次の２１ページからは大項目３の業務でござ

います。 

 まず、（１）の業務量ですが、（イ）の表は

患者数と診療収入を前年度と比較したものです。 

 入院では、平成２９年度は１年間全てにおい

て診療を休止しておりますので、数値はござい

ません。平成２８年度についても、４月１日か

ら１９日までの数値となっております。 

 外来では、平成２９年度は年間７６２３人、

１日平均では３１.２となり、１億１４５１万

２２７円の診療収入を得ることができました。

こちらは、前年度と比較して、延べ数で６１人

減少し、収入では１４７万２００１円の減少と

なりました。 

 ２２ページ、（ロ）の表は病床利用率でござ

います。診療を休止しておりますので、全てゼ

ロで表記しております。 
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 ２３ページの（２）事業収入に関する事項で

は、収入の項目別の決算状況を前年度と比較し

たものです。 

 １の医業収益では、前年度の収益約６０００

万円が皆減となっております。 

 ２の医業外収益では、（２）の他会計負担金

が事務従事職員の人件費が１２カ月分となった

ことの影響により、繰り入れ総額で約１６５０

万円の伸びがありました。 

 ３の特別利益は、他の自治体病院からの義援

金によるものです。 

 合わせた事業収入の合計は３億７４８万６５

３２円でありまして、前年度より５２９１万５

６４７円の減収となっております。 

 ２４ページをお願いいたします。 

 （３）の事業費に関する事項として、収入同

様に決算状況を示しております。 

 １の医業費用では、主に給与費において、入

院診療休止に伴って、医師や非常勤職員の退職、

日当直や夜勤等の時間外手当の減、退職給付引

当金の繰り入れを行わなかったことによる約７

２０８万円の減少となりました。 

 （３）の経費についても、病棟休止に伴う光

熱水費の減少や夜間の受け付け、建物管理や病

院給食の業務委託契約の解除等により約１０３

４万２０００円の減少となりました。 

 このほか（２）の材料費についても、入院休

止に伴う薬品費の購入減により前年度より大き

く減少しました。 

 ２の医業外費用では、（３）の医師の退職金

繰延勘定償却が完了したことにより皆減となっ

たことと、（４）の雑損失におきまして、リー

ス資産取得に係る消費税の仕分けによる影響で

約１３８１万３０００円の減少となりました。 

 ３の特別損失はございませんでしたので、事

業費の合計は３億８１３７万８５１６円でござ

いまして、前年度より１億１５６１万８３２円

の減少となっております。 

 以上、事業収入の合計から事業費の合計を引

きますと、マイナス７３８９万１９８４円とな

り、８ページの損益計算書の下から３行目に記

載しております当年度の純損失と一致するとこ

ろでございます。 

 ただいま説明いたしました各項目の内訳につ

いては、３０ページから３４ページにかけての

収益費用明細書に記載しておりますので、後ほ

どごらんいただきたいと思います。 

 最後に、２５ページをお願いいたします。 

 大項目４、会計の（２）企業債及び一時借入

金の概況です。 

 （イ）の企業債では、表のとおり、今年度も

借り入れを行っておりませんので、年度末の元

金借り入れ残高の合計は３０７万６５３６円と

なりました。 

 次の（ロ）一時借入金については、借り入れ

をしておりません。 

 ２７ページ以降の附属明細書については、説

明を省略させていただきます。 

 以上、簡単ではございますけども、２９年度

の病院事業会計決算について御説明申し上げま

した。御審議方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（成松由紀夫君） 以上の部分につい

て質疑を行います。質疑ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。あ

りませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、これよ

り採決いたします。 

 議案第９８号・平成２９年度八代市病院事業

会計決算の認定については、認定するに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手全員と認め、
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本件は認定することに決しました。 

 執行部は御退出ください。（市立病院事務部

事務長兼医事係長田中智樹君「お世話になりま

した」と呼ぶ） 

（執行部 退席） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、本委員会に

付託となっている請願・陳情はありませんが、

郵送にて届いております要望書については、写

しをお手元に配付しておりますので、御一読い

ただければと思います。 

 以上で付託されました案件の審査は全部終了

いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会いたします。 

（午前１１時５９分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後０時００分 本会） 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・病院・水道事業に関する諸問題の調査 

○委員長（成松由紀夫君） 本会に戻します。 

 次に、当委員会の所管事務調査２件を一括議

題とし調査を進めます。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、病院・水道事業に関

する諸問題の調査、以上の２件であります。 

 このうち、産業・経済の振興に関する諸問題

の調査に関連して２件、執行部から発言の申し

出があっておりますので、これを許します。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（八

代民俗伝統芸能伝承館（仮称）基本設計に係る

ワークショップについて） 

○委員長（成松由紀夫君） それでは、まず、

八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）基本設計に係

るワークショップについてをお願いいたします。 

○文化振興課長（一村 勲君） 文化振興課の

一村でございます。よろしくお願いいたします。 

 八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）基本設計に

係る市民ワークショップについて説明をさせて

いただきます。 

 着座にて説明をさせていただきます。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○文化振興課長（一村 勲君） それでは、お

手元にお配りしておりますＡ４、１枚の資料、

下に写真が２枚写っておりますが、ございます

でしょうか。（｢はい」と呼ぶ者あり）それと、

Ａ３、６枚つづりのカラー刷りの資料をお配り

しておりますが、まずはＡ４、１枚の資料をも

とに説明をさせていただきます。 

 なお、これ以降、施設の名称を伝承館と略さ

せていただきます。 

 この伝承館の基本設計に係るワークショップ

につきましては、去る６月２９日に公開プレゼ

ンテーションを行い、その後の設計者選定審査

委員会を経まして設計事業者に決定した平田建

築設計事務所の提案に基づきまして、関係団体

を初めとする市民の皆様の意見を反映されるこ

ととあわせまして、共同作業を通しまして施設

づくりへの理解を深めていただくことを目的に

しております。年内に４回の開催を予定してい

るところでございます。 

 予定されております日程につきましては下記

のとおりでございまして、第１回は８月の２５

日土曜日に開催し、３２名の皆様が参加されま

した。当日の様子につきましては、後ほど別の

資料に基づきまして説明をさせていただきます。 

 第２回はごらんの日程で、部屋の配置やゾー

ニング、第３回が屋根の形状やサイズの確認、
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第４回が展示イメージや使い方などの確認と最

終案の確認を行う予定で、会場は厚生会館大集

会室を使用いたします。 

 なお、このワークショップにおきます意見の

反映方法につきましては、各グループの意見を

発表した後、参加者全員で意見交換を行い、進

行役が意見を統括します。これを設計事業者と

市でその都度調整を行いまして、次回ワークシ

ョップに反映させるといった手順で行う予定で

す。 

 次に、参加者につきましては、八代妙見祭保

存振興会、同じく笠鉾連合会、八代市民俗文化

財保存連合会などの文化財保存団体のほか、市

文化財保護委員会、市文化協会、ＤＭＯやつし

ろなどから代表で出ていただいているほか、次

の世代を担う若い方たちの意見を反映させるべ

く、熊本高専八代キャンパスの学生さんたちに

も参加いただいております。 

 そのほか、一般市民の皆様の募集も１０名程

度の枠で行っておりますが、今月１４日まで募

集をかけているところでございます。 

 このワークショップでの提案などを参考とい

たしまして、本年１２月末をめどに基本設計を

まとめることとしております。 

 続きましてＡ３、６枚の資料をごらんくださ

い。第１回のワークショップの設計事業者作成

の報告書でございます。 

 ８月２５日土曜日の１８時から厚生会館で開

催いたしました。 

 １ページ左下には当日のスケジュールを記載

しておりまして、２部構成で実施しました。 

 右半分が、参加者を赤組、黄組、青組、黒組

の４グループに分けまして、その４グループが

発表されたときの提案内容でございます。 

 続きまして２ページをごらんください。 

 ②の写真が平田建築設計事務所よりプロポー

ザル案の説明がなされている様子で、③と④の

写真がグループ討議の様子、⑤がグループ発表、

そして⑥が最後の参加者アンケートに御記入い

ただいている様子でございます。 

 グループ討議におきましては、参加の皆様か

ら活発な御意見をいただいております。 

 次のページをごらんください。 

 建物の空間や機能、そして展示内容に対する

各グループの意見でございます。建物に関する

意見のオレンジ色の部分が多少見えにくくなっ

ておりますが、御容赦ください。 

 意見といたしましては、笠鉾の取り回しに関

係することや防災に関する意見、そして妙見祭

以外の民俗文化財の展示を求める意見のほか、

厚生会館との調和を求める意見などがございま

した。 

 次のページをごらんください。 

 予定地となっております厚生会館裏手の敷地

内にどのような建物配置が望ましいかをグルー

プで取りまとめたものでございます。特に、オ

レンジ色で表示の収蔵庫の位置については、グ

ループごとに異なる意見が見られ、関心が非常

に高いことがわかります。 

 続きます５ページが参加者に対するアンケー

ト内容で、それをまとめたものが６ページでご

ざいます。 

 なお、アンケート結果につきましては省略さ

せていただきます。 

 最後になりますが、このワークショップは公

開しておりますので、どなたでも会場に入って

ごらんいただくことが可能でございます。 

 また、ワークショップの報告書につきまして

は、随時、市のホームページで公開することと

しております。 

 以上、簡単ではございますが、八代民俗伝統

芸能伝承館（仮称）基本設計に係る市民ワーク

ショップについての説明を終わります。よろし

くお願いします。 

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はありませんか。 
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○委員（亀田英雄君） １ついいですか。今、

アンケートについては省略なされたんですが、

何か目立つ意見とか、ちょっと１つ２つ紹介し

ていただけませんか。特に用意してなかればよ

かですが、何かこう、今からこれを進めるに当

たって参考にしたい意見とか。（文化振興課長

一村勲君「６ページのですね……」と呼ぶ） 

○委員長（成松由紀夫君） 挙手。 

○文化振興課長（一村 勲君） あ、失礼しま

した。 

 ６ページにそのアンケート結果をまとめたも

のがございます。説明では省略させていただき

ましたが、その中で、たくさんの意見やさまざ

まな視点で意見が出たので楽しかったという、

質問項目の８番ですね、一番右側の枠囲みの中

でございますが、そういった意見や、多様な考

えを聞くことができた、伝承館ができるのがと

ても楽しみですといったような御意見がござい

ました。 

○委員長（成松由紀夫君） よろしいですか。 

○委員（亀田英雄君） わかりました。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかにございませ

んか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

八代民俗伝統芸能伝承館（仮称）基本設計に係

るワークショップについてを終了いたします。 

                              

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査（指

定管理者の更新について） 

○委員長（成松由紀夫君） 次に、指定管理者

の更新についてをお願いいたします。 

○経済文化交流部長（山本哲也君） 経済文化

交流部が所管しております施設のうち、今年度

末に指定管理の期間満了を迎えるものにつきま

して、更新の手続に入る必要がございますので、

今回の事務の進め方に関し、次長の中より御説

明させていただきます。よろしくお願いいたし

ます。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）経済文

化交流部の中でございます。よろしくお願いい

たします。 

 それでは、着席の上、御説明申し上げてよろ

しいでしょうか。 

○委員長（成松由紀夫君） どうぞ。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） それで

は、資料のほう、きょうお配りしましたけども、

お手元にございますでしょうか。Ａ３判、折っ

てあると思います。 

○委員長（成松由紀夫君） はい。 

○経済文化交流部次長（中 勇二君） では、

そちらに基づいて、沿って説明をさせていただ

きます。 

 今回、７施設が対象となりますが、検討に当

たりましては、それぞれの施設の設置目的やこ

れまでの運営状況等について把握をし、さらに

国の動向など近年の行政運営に関する状況の変

化を加味した上で、本市の公の施設に係る指定

管理者の指定の手続等に関する条例及びその運

用指針に照らして判断したところでございます。 

 それでは、施設ごとに説明いたします。 

 まず、八代市がらっぱ広場については、平成

２２年から指定管理制度を導入し、これまで３

回の指定管理をしております。 

 現在の指定管理者はまちなか活性化協議会で

す。前回の募集方法は非公募で、期間は３年間

でございました。 

 今回の更新に当たりましては、施設が本町ア

ーケード街にあり、その設置目的は中心市街地

の活性化が主眼であること、また指定管理者で

あるまちなか活性化協議会は、地元の４商店街

の代表者で構成され、市や商工会議所と連携し

ながら中心市街地の活性化に取り組んでいる団

体であることなどから、市の手続条例の非公募

にできる場合に該当するため、今回も引き続き
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非公募として取り扱いたいと考えております。

期間は３年を考えております。 

 次に、サンライフ八代については、平成１８

年から指定管理制度を導入し、これまで３回の

指定管理を行っています。 

 現在の指定管理者は一般財団法人サンライフ

八代でございます。前回の募集方法は公募で、

期間は５年間でございました。 

 今回の更新に当たりましては、施設の設置目

的及び現在は雇用促進業務を直営化している運

営状況から判断いたしまして、引き続き公募と

して取り扱いたいと考えております。期間は５

年を考えております。 

 次に、八代市さかもと温泉センター、八代市

坂本憩いの家、八代市広域交流センターさかも

と館の３施設については、平成１８年から指定

管理制度を導入し、これまで４回の指定管理を

行っています。 

 現在の指定管理者はさかもと温泉センター株

式会社でございます。前回の募集方法は公募で、

期間は５年間でございました。 

 今回の更新に当たりましては、施設の設置目

的が交流促進による地域活性化と産業等の振興

や住民の健康及び福祉の増進であること、また

現在の指定管理者は、これらの施設を管理運営

し、地域経済の活性化に寄与するために旧坂本

村において設立された法人であることなどから、

市の運用方針に規定されました非公募にできる

場合に該当するため、前回から変更して、非公

募の取り扱いにしたいと考えております。期間

は５年を考えております。 

 次に、八代市ふれあいセンターいずみ、八代

市農林産物流通加工施設の２施設については、

同じく平成１８年から指定管理制度を導入し、

これまで３回の指定管理を行っています。 

 現在の指定管理者は株式会社いずみでござい

ます。前回の募集方法は公募で、期間は５年間

でございました。 

 今回の更新に当たりましては、施設の設置目

的が交流促進による観光振興や農林産物による

産業の活性化であること、また現在の指定管理

者は、これらの施設を管理運営し、地域経済の

活性化に寄与するために旧泉村において設立さ

れた法人であることなどから、市の運用方針に

規定されました非公募にできる場合に該当する

ため、前回から変更して、非公募の取り扱いに

したいと考えております。期間は５年を考えて

おります。 

 今回、坂本町の３施設及び泉町の２施設につ

いては募集方法の見直しを行い、前回の公募か

ら非公募に変更をしたいと考えております。 

 このことにつきましては、平成２９年１月に

市の公の施設の指定管理者制度に関する運用指

針において非公募の判断基準が明確化されたこ

と、また平成２６年８月に総務省において策定

された第三セクター等の経営健全化等に関する

指針の中で、各地方公共団体において第三セク

ターの効率化、経営健全化と地域の元気を創造

するための活用の両立に取り組むよう要請がな

されるとともに、民間企業の立地が期待できな

い地域における産業の振興や雇用の確保に有効

な手法であるとの認識が示されたこと、これら

を踏まえ総合的に再検討いたしました結果、非

公募が適当と判断したところでございます。 

 最後に、今後のスケジュールでございますが、

１０月を募集期間としまして、１１月に公募、

非公募にかかわらず候補者選定委員会で審議を

した上で候補者を決定いたします。その後、１

２月議会において、指定管理者の選定と債務負

担行為の議決をお願いする予定といたしており

ます。３月に協定書を締結し、４月から管理運

営開始と予定しております。 

 資料２枚目、３枚目については、施設の概要

を添えております。 

 説明については以上でございます。よろしく

お願いします。 



 

－31－

○委員長（成松由紀夫君） 本件について何か

質疑、御意見等はありませんか。 

○委員（亀田英雄君） 以前から指定管理者の

非公募、公募の件についてはですね、物申して

まいりました。 

 そんなことがですね、きちんと整理できたと

いうことで、関係者の皆様にはお礼を、お礼と

いいますか、御苦労があったかなということで

ねぎらいを申し上げたいというふうに思います。 

 その中でもですね、やっぱりそこで競争性が

なかというとこっで、そこに慢心しないように、

そこら辺のことを重々に申し送りしてですよ、

その会社の運営がスムーズにいくように、なる

だけ赤字が出ないようにですよ、赤字が出って

いうか、うまくいくようにですね、申し送って

いただけたらなというふうに思います。 

 以上です。 

○委員長（成松由紀夫君） ほかに何か質疑、

御意見等ございませんか。ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

指定管理者の更新についてを終了いたします。 

 執行部は御退出ください。 

（執行部 退席） 

○委員長（成松由紀夫君） そのほか、当委員

会の所管事務調査について何かありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） なければ、以上で

所管事務調査２件についての調査を終了します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（成松由紀夫君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 以上で本日の委員会の日程は全部終了いたし

ました。これをもちまして経済企業委員会を散

会いたします。 

（午後０時１８分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成３０年９月１２日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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